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1. 「ゲーム理論」について 

ゲーム理論とは，戦略的なかけ引きが重要な場面において，人々がどのように物事を決めるのか，さら

に，決めるべきかを考えるために発展させられてきた手法の体系を指します．自分のしあわせが自分自身

の行動だけでなく，相手の行動にも依存しているとき，自分がどう動くかを決める上でも，相手がどう出

てくるのかを考えることが大切になります．そのような状況は，企業間の競争，政治家の駆け引き，国際

関係，家族の間，教員と学生のつきあい，ひいては，一人の人間の中に生じる利害の葛藤など，いろいろ

な局面において存在しています． 

 

2. 研究演習の概要 

この研究演習では，研究演習入門と研究演習 I の春学期を前半，研究演習 I の秋学期と研究演習 II を後半

と位置づけ，前半においては，各自がゲーム理論の基礎的な手法を習得することを目指します．まず教員

が授業内で概念を講義した後，その内容の理解を深めるために関連した課題を出します．学生はグループ

ごとに解答を提出し，それについて議論を行います． 

後半では，ゲーム理論を現実の経済・社会問題に応用することでどのような知見がえられるのかをテー

マに研究を行います．各々が自らの興味に応じて研究対象を決め，必要に応じて更に高い水準の分析手法

を身につける努力をしながら，卒業論文としてオリジナルな分析を完成させることを目標に研究を行いま

す．また，研究論文の執筆やプレゼンテーションの仕方についてもアドバイスをします． 

研究論文というと難しく聞こえますが，要は，これまで誰も言っていない見解を，自分の言葉を使って

聞き手を納得させることが研究です．また，「自分の言葉を使って」という部分は，ゲーム理論という分析

ツールを使って，十分に長い間，こうでもない，ああでもない，とあれこれと考えているうちに自然と実

現するものです．卒業論文の執筆に際しては，あくまでも学生のみなさんが主導権を握り，教員はみなさ

んと一緒にどうすればより説得力のある説明ができるかを考えます． 

 

3. 選考について 

この研究演習を志望される方は（志望順位を問わず），志望理由，および，経済・社会に対する自らの関

心を記した文書を A4 紙一枚程度で結構ですから，経済学部事務室へ提出してください．字数，フォーマッ

トは自由です．もし志望者が定員数を超える場合には，提出書類の内容をもとに選考を行います． 
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